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第４期

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

第３期

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

第２期

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

第１期

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

第０期

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

他の教職員に相談する 子どもが安心安全に生活できる環境を整える 子どもに寄り添い、個に応じた対応をする 子どもに寄り添い、個に応じた対応をする 遊びを通した教育及び保育を実践する 家庭や地域の状況を知る

カウンセリングに
ついて学び、話し
やすい雰囲気づく
りができる知識・
技能を身に付け
る。

教育・福祉・地域
や家庭など、関係
機関について知
る。

家庭や地域と協働し、園所を運営するカリキュラムマネジメントの充実に努めるすべての子どもが自己を発揮できるよう園所を運営する園全体の子どもを把握し、園所の運営のビジョンを示すすべての子どもが安心安全に生活できるよう園所を運営する

◆

◆

◆

◆

状況に応じ、関係諸機関と連携する教職員と連携し、園の実態を把握する 子どもが安心安全に生活できるよう、他の教職員に助言する 子どもを多角的に理解し、他の教職員に助言する 子どもの状況を適切に把握し、他の教職員に助言する 他の教職員に教育及び保育について助言する

地域の実態に応
じた事故防止及
び安全対策につ
いて、全教職員
の共通理解を促
す研修を企画
し、体制づくり
を進める。

災害等の対応体
制や避難への備
え等、危機管理
マニュアルを整
備し、園所内の
体制を確立す
る。

個人情報の適正
管理について、
必要な指導・助
言を行い、改善
に努める。

園所の教育及び
保育目標の達成
に向けた保育が
展開できるよ
う、園所の体制
を構築し、教職
員の保育実践力
の向上に努め
る。

◆地域や園所の実
態を踏まえ、よ
りよい教育及び
保育の実現に向
けて、環境の維
持、改善に努め
る。

関係機関等と連携できる力

17小学校との
接続

16関係機関との
連携

15保護者との連携、
子育て支援

14保育の展開13環境構成
12教育及び保育
   内容(指導計画)

11海外から帰国した
子どもや外国にルーツ
のある子どもの支援

Ⅴ

教育及び保育を実践する力

Ⅳ

配慮を必要とする子どもに対応する力

10障がいのある子どもに
対するきめ細かな対応

幼児教育に関わる教職員の育成指標

乳幼児期の教育及
び保育に関する相
談に応じたり、情
報を提供したり、
保護者どうしの交
流の機会を提供し
たりする。

子どもの生活の連
続性を踏まえ、家
庭や関係機関の協
力を得て、自然、
人材、行事、施設
などの地域資源を
活用し、教育及び
保育の充実を図
る。

小学校との教育内
容や互いの指導方
法、保育方法の違
いや共通点につい
て理解を深めると
ともに、「幼児期
の終わりまでに
育ってほしい姿」
を踏まえた保育を
実践する。

日常の様々な機会
を活用し、子ども
の日々の様子の伝
達や収集、教育及
び保育の説明など
を通じて、保護者
との相互理解を図
る。

地域の関係機関の
役割などを把握す
るとともに、園所
の地域における役
割を理解する。

自園所の方針、地
域の小中学校の教
育方針を理解し、
「幼児期の終わり
までに育ってほし
い姿」を意識した
保育を実践する。

保護者や地域に対
する子育ての支援
について、心理
士、小児保健の専
門家、幼児教育ア
ドバイザー等の活
用や、地域の子育
て経験者等や関係
機関との連携及び
協働を図り、地域
の子育て支援セン
ターとして役割を
果たすよう、ネッ
トワークを構築す
る。

地域の関係機関等
との積極的な連携
及び協働を図ると
ともに、地域の人
材の積極的な活用
を図るよう努め
る。また、地域の
要保護児童への対
応など、地域の子
どもをめぐる諸課
題に対し、関係機
関等と連携、協力
して取り組むよう
努める。

市町村や近隣の園
所と連携し、小学
校と合同の研修会
や参観等を実施す
る。また、幼児期
の学びが小学校に
つながるように接
続期のカリキュラ
ム作成に努める。

保護者の健やかな
状態を維持し、保
護者の悩みが重大
な問題とならない
ように「予防」的
機能を果たすよう
な、保護者の状況
に応じた関係諸機
関と連携するな
ど、個別の支援を
行う。

園所が地域の施設
としての存在やそ
の役割が認知さ
れ、子どもや教育
及び保育について
理解や親しみを
もってもらえるよ
う、積極的に情報
発信する。

地域の小学校と積
極的な連携を図る
とともに、交流等
により得た情報を
園所内で共有し、
保育の改善に生か
す。

幼稚園教育要
領、保育所保育
指針、幼保連携
型認定こども園
教育・保育要領
をふまえ、保育
技術に関わる
様々な知識・技
能を習得し、
PDCAサイクル
を循環させなが
ら、保育指導案
を作成し、教育
及び保育内容の
充実を図る。

子どもの発達に
とって必要な体
験が得られるよ
う、子どもの興
味・関心に沿っ
て、意図的、計
画的に環境を構
成する。

子どもの発達段
階に応じ、教育
及び保育内容を
工夫するととも
に、自分の保育
を公開したり、
他の教職員の保
育を参観したり
しながら、保育
を振り返り、改
善に生かす。

幼稚園教育要
領、保育所保育
指針、幼保連携
型認定こども園
教育・保育要領
のねらい・内容
を理解し、その
趣旨を生かした
保育指導案（日
案、週案等）を
作成し、実践す
る。

試行錯誤しなが
ら、子どもの周
りにある環境を
把握し、子ども
主体の遊びが展
開できるような
環境構成を考え
る。

Ⅰ

初
任
期

人権尊重の教
育及び保育を
推進し、他の
教職員に助言
する。

園所の課題を
把握し、課題
解決に向けた
企画・推進の
中心的役割を
担う。

園所外から最
新の情報を収
集し、自らの
実践を検証
し、改善し続
けるととも
に、積極的に
発信する。

自らの成長だ
けでなく、教
職員集団とし
ての成長のた
めに取り組
む。

一人ひとりの
教職員の強
み・弱みを踏
まえ、園所の
特色を意識
し、協働的な
組織づくりを
する。

Ⅵ

子ども一人ひ
とりを尊重
し、豊かな人
間関係を築く
とともに、子
どもの気持ち
や願いを理解
したうえで、
適切に対応す
る。

先輩教職員の
優れた取組み
に学び、自己
成長を図るた
め、努力す
る。

自らの取組み
を省察し、課
題を見出す。

「報告・連
絡・相談」を
迅速に行うと
ともに、先輩
教職員、同僚
の話を謙虚に
受け止め、組
織に積極的に
参画する。

キ
ャ

リ
ア
の
成
熟
期

深
化
期

ミ
ド
ル
リ
|

ダ
|

人権尊重の理
念に基づき、
園所の経営計
画を立てる。

国や府の動向
や情報をもと
に、自園所の
状況を分析
し、課題を適
切に把握し、
改善に向けて
の方向性を示
す。

園所内外の状
況を多面的に
把握し、人材
育成を含めた
中・長期的な
園所の運営の
方向性を提案
し、取り組み
を進める。

小学校との接続の
意義や重要性を理
解し、取組み事例
などを収集する。

様々な人と関わる遊びを通した教育及び保育をイメージする必要な知識を身に付ける子どものよさを見つける必要な知識を身に付ける自分の強み弱みを認識し、他者の意見を聞く

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

必要な関係諸機関とつながる発達段階を考慮した教育及び保育内容の充実を図る子どもを集団の中で自己発揮できるよう援助する子どもを理解し、適切な対応をする子どもが安心安全に生活できる環境を提案する

子どもの心身の
状態、健康状
態、発育及び発
達の状態の把握
に努め、結果へ
の対応や虐待の
予防・早期発見
等の対策を適切
にする。

施設の温度、湿
度、換気など、
環境を適切な状
態に保持するよ
う努める。

Ⅲ

子どもを理解する力

７読み取る力 ８援助する力

他の教職員と記録
を読み合うことな
どを通して、子ど
も理解を深め、保
育の改善に生か
す。

発
展
期

ミ
ド
ル
リ
|

ダ
|

９記録する力

教職員としての姿勢

１人権尊重の
精神

３組織の一員
　としての姿勢

教職員と協働し、園所を運営する

Ⅱ

健康及び安全に配慮できる力

４健康支援・
食育の推進

５環境及び衛生
管理

６危機管理２学び続ける力

人権尊重の教
育及び保育を
推進するとと
もに、課題解
決に向けた取
組みを進め
る。

省察力を生か
し、幅広い専
門性に基づい
たキャリアプ
ランを立て、
教職員として
の成長意欲を
持ち続ける。

園所の教育及
び保育目標の
達成に向け
て、気持ちの
そろった教職
員集団づくり
に努める。

教職員と円滑なコミュニケーションをとる

採
用
時

様々な人権課
題についての
基礎的な知識
をもち、偏見
や差別につな
がる情報を見
抜く。

省察力（自ら
振り返り、良
し悪しを考え
ることができ
る力）を身に
付け、常に成
長しようとす
る意欲を持
つ。

傾聴の姿勢を
持つととも
に、自分の意
見を的確に述
べ、適切なコ
ミュニケー
ションを図
る。

集団の中で協
働的に行動す
る。

気候や天候に応
じて、適切な保
育環境を整える
力を身に付け
る。

遊びや生活の中
に安全や命を守
るための要素を
意識して取り入
れ、教育及び保
育を行う。

「幼児期の終わ
りまでに育って
ほしい姿」など
を意識した教育
及び保育を教職
員と情報共有す
るとともに、豊
かな環境構成と
なるよう、他の
教職員に助言す
る。

保育の展開につ
いて、子どもの
生活の自然な流
れや生活のリズ
ムも大切にしな
がら、他の教職
員に適切に助言
するとともに、
園所内研修体制
を推進する。

地域や園所の実
態を踏まえ、園
所の教育及び保
育目標の達成に
向けて、カリ
キュラム・マネ
ジメントを実施
する。

幼稚園教育要
領、保育所保育
指針、幼保連携
型認定こども園
教育・保育要領
をふまえ、他の
教職員の保育指
導案を観て指導
助言するととも
に、教育及び保
育の方向性や子
どもについての
理解と共有を図
りながら、「全
体的な計画」の
作成に参画す
る。

教育及び保育の
ねらいを明確に
し、そのねらい
の実現にむけ、
他の教職員の保
育を観たり、意
見を受けたりし
ながら、一人ひ
とりの子どもに
寄り添い、子ど
も主体の遊びを
通した保育を展
開する。

幼稚園教育要
領、保育所保育
指針、幼保連携
型認定こども園
教育・保育要領
を理解し、ねら
いや内容を明確
にした保育指導
案を作成する。

子どもの興味・
関心のある遊び
を理解し、子ど
もの学びを深め
るような環境を
考える。

子ども主体の遊
びを通した保育
を構想する。

保護者や関係機
関と連携し、子
どもの生命の保
持及び情緒の安
定を図るため、
保健及び食育計
画等を見直し、
改善する。

子どもの心身の
状態、健康状
態、発育及び発
達の状態の把握
や結果への対
応、虐待の予
防・早期発見等
の対策につい
て、他の教職員
に助言する。

施設内外の危険
箇所の点検等、
適切な環境の維
持に努める。

危機管理マニュ
アルを作成し、
対応体制や備え
等を指導する。

基礎的環境整備や合理的
配慮などの基本理念を理
解する。

進んで子どもに関
わり、子ども一人
ひとりの言動や表
情を読み取る。

子どもの発達過程
を理解し、必要な
援助を知る。

子どもを肯定的に
捉え、子どもの実
際の言動ととも
に、自分の関わり
を記録する。

子どもの言動か
ら、遊びの何に面
白さを感じている
のか、活動の意味
を読み取る。

子ども一人ひとり
の気持ちを受容
し、共感しなが
ら、子どもの興味
関心が満たされる
よう、適切な援助
をする。

子ども一人ひとり
のよさや可能性
を、日々の記録
や、ドキュメン
テーション、ポー
トフォリオなどを
用いて評価し、保
育の改善に生か
す。

異文化や多様性につ
いて理解する。

子どものありのままの姿
を受け止め、子どもが安
心して育ちあえるよう
に、クラス内等において
温かい人間関係づくりに
努める。

子どもが文化の多様
性に気付き、興味や
関心を高めていくこ
とができるよう、教
育及び保育において
子どもや保護者が異
なる文化に触れる機
会をつくるなど、適
切に援助する。

子ども一人ひとりに応じ
た「個別の教育及び保育
支援計画」「個別の指導
計画」を作成し、計画に
基づいた指導・支援をす
る。

文化の多様性につい
て理解し、一人ひと
りの子どもに寄り添
い、保護者や他の教
職員に相談しなが
ら、対応をする。

文化の多様性を尊重
し、多文化共生の教
育及び保育の工夫を
組織的かつ計画的に
行うとともに、全教
職員で共通理解を深
め、体制を整える。

（幼稚園・認定こども
園）園内委員会を設置し
て、支援教育コーディ
ネーター等を指名し、分
掌に明確に位置付けるな
ど、園全体の体制を充実
させ、効果的な運営に努
める。
（保育所）一人ひとりの
子どもの発達過程や障が
いの状態を把握し、適切
な環境の下で、障がいの
ある子どもが他の子ども
との生活を通して共に成
長できるよう、運営体制
を整える。

より個に応じた指導がで
きるよう、配慮等の必要
性を全教職員で共有する
場や研修内容の提案を
し、保育の改善に努める
とともに、関係諸機関と
連携する。

文化の多様性を尊重
し、多文化共生の教
育及び保育の工夫に
ついて、他の教職員
に助言する。

園所の教育及び保
育の質向上のた
め、教職員が適切
に子どもの行動や
内面を読み取るこ
とができるよう、
研修等を企画・立
案するなど、園所
の運営体制を整え
る。

教職員が一人ひと
りに応じた援助や
集団づくりを適切
に行えるよう、資
質向上のための研
修等を企画・立案
するなど、園所の
運営体制を整え
る。

教職員の保育や子
どもの記録が、よ
りよい教育及び保
育につながるよ
う、研修等を企
画・立案するな
ど、園所の運営体
制を整える。

子どもを多角的に
理解し、あらゆる
場面で子どもの特
性に応じた適切な
対応をするととも
に、他の教職員に
助言する。

子どもへの適切な
援助について、園
所内のモデルとな
るようなスキルを
身に付け、他の教
職員に助言する。

適切な子ども理解
や評価をし、指導
要録等への記載に
関して、指導助言
する。

子どもの心身の
状態を観察し、
その子どもの状
態を把握する。

清潔等、衛生知
識を身に付け
る。

子どもに起こり
うるヒヤリハッ
ト等、危機管理
の知識を身に付
ける。

危機を予測した
未然防止の取組
みをしたり、緊
急時には、危機
管理マニュアル
に基づいた行動
をする。

子どもの心身の
状態を観察し、
不適切な養育の
兆候等につい
て、教職員や保
護者と情報共有
する。

子どもの活動の意
味を理解し、「幼
児期の終わりまで
に育ってほしい
姿」などを踏ま
え、一人ひとりの
発達の過程を読み
取る。

子ども一人ひとり
の発達の過程に応
じた、必要な援助
をする。


